
平成

活
安

年 月 日 火曜日

山
山

員
会別

山 口 県

交山
こ
に

報

公山山山公 毎
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全
企
画
課
」
に
改
め
る
。

附

則

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

口
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二

山
口
県
公
安
委
員
会
が
取
り
扱

口
県
公
安
委
員
会
が
取
り
扱
う
個

規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

表
申
出
の
場
所
の
欄
中
「
警
察
本

番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の

公

安

委

口
県
公
安
委
員
会
が
取
り
扱
う
個

公
布
す
る
。 目

次

安
委
規
則

口
県
公
安
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人

口
県
警
察
本
部
組
織
規
則
の
一
部
を

口
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正

安
委
告
示

週
火
・
金
曜
日
発
行

山

号
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則

う
に
改
正
す
る
。

部
生
活
安
全
部
生
活
環
境
課
」

名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
告

員

会

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則

情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…

す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…口

県
公
安
委
員
会

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
平
成
十
八
年
山
口
県
公
安
委

を
「
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生

示
の
一
部
改
正（
三
件
）
…
…
…
三

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
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…
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…
…
…
…
…
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…
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…
二

平 成 年
月 日

（火曜日）

十
七

化
学
兵
器
の
禁
止

号
）
の
施
行
に
関
す
る

境
課
の
主
管
に
属
す
る

十
四

火
薬
類
取
締
法
（

環
境
課
及
び
組
織
犯
罪

十
五

核
原
料
物
質
、
核

第
百
六
十
六
号
）
の
施

と
（
生
活
環
境
課
の
主

十
六

放
射
性
同
位
元
素

第
百
六
十
七
号
）
の
施

と
（
生
活
環
境
課
の
主

第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四

３

本
部
の
地
域
部
に
次
の
二

地
域
企
画
課

地
域
運
用
課

第
四
条
第
二
項
生
活
安
全
企

め
、
同
部
分
中
第
十
一
号
を
第

十
三

銃
砲
刀
剣
類
所
持

（
生
活
環
境
課
及
び
組

山
口
県
公
安
委
員
会
規
則
第

山
口
県
警
察
本
部
組
織

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
五
課
」

同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と

活
安
全
部
生
活
環
境
課
に
サ
イ

自
動
車
警
ら
隊
」
に
改
め
、
同

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す

事
務
で
公
安
委
員
会
の
所
掌
に
属

も
の
を
除
く
。
）
。

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九

対
策
課
の
主
管
に
属
す
る
も
の
を

燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に

行
に
関
す
る
事
務
で
公
安
委
員
会

管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に

行
に
関
す
る
事
務
で
公
安
委
員
会

管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一

課
を
置
く
。

画
課
に
関
す
る
部
分
第
四
号
中
「

二
十
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次

等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律

織
犯
罪
対
策
課
の
主
管
に
属
す
る

三
号

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
昭
和
二
十
九
年
山
口
県
公
安
委

を
「
三
課
」
に
改
め
、
「
地
域
課

し
、
同
条
第
六
項
中
「
生
活
安
全

バ
ー
犯
罪
対
策
室
を
、
地
域
部
地

項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
中

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

一
日

一

る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
六
十

す
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
（
生
活

号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
生

除
く
。
）
。

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法

の
所
掌
に
属
す
る
も
の
に
関
す
る

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法

の
所
掌
に
属
す
る
も
の
に
関
す
る

項
を
加
え
る
。

家
出
人
」
を
「
行
方
不
明
者
」
に

の
九
号
を
加
え
る
。

第
六
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ

も
の
を
除
く
。
）
。

員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次

」
及
び
「
通
信
指
令
課
」
を
削
り

部
地
域
課
に
鉄
道
警
察
隊
」
を
「

域
運
用
課
に
鉄
道
警
察
隊
及
び
広

第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項

に
公
布
す
る
。

山
口
県
公
安
委
員
会

五環 活律こ律こ 改と の、生域を

公

安

委

員

会



平

号
を

成 年 月 日 火曜日

加
え

中し
、第

山 口

第
五
号

ガ
ス

県 報

第
二
号

（号 外 ）

第
九
号
と
し
、
第
二
十
二
号
を
第

十
一

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁

、
同
号
を
同
部
分
第
四
号
と
し
、

「
風
俗
関
係
事
犯
」
を
「
売
春
そ

同
部
分
中
第
十
二
号
を
削
り
、
第

七

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介

主
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。

八

古
物
営
業
、
質
屋
営
業
、
警

取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

四
条
第
二
項
生
活
環
境
課
に
関
す

課
の
主
管
に
属
す
る
も
の
を
除

十

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年

主
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。

十
一

探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化

す
る
こ
と
（
生
活
環
境
課
の
主

四
条
第
二
項
地
域
課
に
関
す
る
部

を
削
り
、
同
部
分
第
六
号
中
「
高

」
に
改
め
、
「
こ
と
」
の
下
に

課
の
主
管
に
属
す
る
も
の
を
除

二
十
一

金
属
く
ず
類
回
収
業
に

施
行
に
関
す
る
こ
と
（
生
活
環

四
条
第
二
項
生
活
安
全
企
画
課
に

と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
四
号

八

古
物
営
業
法
（
昭
和
二
十
四

主
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。

九

質
屋
営
業
法
（
昭
和
二
十
五

十
八

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

百
十
四
号
）
の
施
行
に
関
す

（
生
活
環
境
課
の
主
管
に
属
す

十
九

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び

二
十
二
号
）
の
施
行
に
関
す
る

く
。
）
。

二
十

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹

る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

同
部
分
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま

の
他
の
風
俗
関
係
事
犯
」
に
改
め

十
三
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号

事
業
に
係
る
法
令
違
反
の
取
締

）
。

備
業
、
探
偵
業
及
び
金
属
く
ず

る
部
分
中
第
十
四
号
か
ら
第
二

く
。
）
。

法
律
第
百
十
七
号
）
の
施
行
に

）
。

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

分
を
削
り
、
同
項
生
活
環
境
課

圧
ガ
ス
」
を
「
銃
砲
刀
剣
類
、

「
（
組
織
犯
罪
対
策
課
の
主
管
に

く
。
）
。

関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年

境
課
の
主
管
に
属
す
る
も
の
を

関
す
る
部
分
中
第
九
号
及
び
第

を
加
え
る
。

年
法
律
第
百
八
号
）
の
施
行
に

）
。

年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
施

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

る
事
務
で
公
安
委
員
会
の
所
掌
に

る
も
の
を
除
く
。
）
。

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

こ
と
（
少
年
課
及
び
生
活
環
境

介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘

八
十
三
号
）
の
施
行
に
関
す
る

二
号
を
加
え
る
。

一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
の

で
を
削
り
、
同
部
分
第
十
一
号

、
同
号
を
同
部
分
第
五
号
と

の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

り
に
関
す
る
こ
と
（
少
年
課
の

類
回
収
業
に
係
る
法
令
違
反
の

十
号
ま
で
を
削
り
、
第
二
十
一

関
す
る
こ
と
（
生
活
環
境
課
の

法
律
第
六
十
号
）
の
施
行
に
関

。に
関
す
る
部
分
第
四
号
及
び
第

火
薬
類
、
核
原
料
物
質
、
高
圧

属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を

山
口
県
条
例
第
三
十
二
号
）
の

除
く
。
）
。

十
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
十

関
す
る
こ
と
（
生
活
環
境
課
の

行
に
関
す
る
こ
と
（
生
活
環
境

す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第

属
す
る
も
の
に
関
す
る
こ
と

律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

課
の
主
管
に
属
す
る
も
の
を
除

引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す

こ
と
（
少
年
課
及
び
生
活
環
境

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

三

警
察
用
航
空
機
の
運

四

通
信
指
令
に
関
す
る

五

警
察
無
線
通
信
の
運

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七

山
口
県
道
路
交
通
規
則
の
一

五

雑
踏
警
備
に
関
す
る

六

水
難
、
山
岳
遭
難
そ

す
る
こ
と
。

七

警
察
有
線
通
信
の
運

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も

地
域
運
用
課

一

鉄
道
警
察
に
関
す
る

二

広
域
自
動
車
警
ら
活

第
四
条
第
三
項
捜
査
第
一
課

を
第
八
号
と
し
、
同
項
を
同
条

３

地
域
部
に
属
す
る
課
の
事

地
域
企
画
課

一

部
の
事
務
の
総
合
調

二

地
域
警
察
に
関
す
る

三

水
上
警
察
に
関
す
る

四

警
ら
用
無
線
自
動
車

施
行
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

情
報
技
術
を
利
用

第
四
条
第
二
項
生
活
環
境
課

令
課
に
関
す
る
部
分
を
削
り
、

企
画
課
」
に
改
め
、
同
項
を
同

事
企
画
課
に
関
す
る
部
分
中
第

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

犯
罪
手
口
に
関
す
る

一
日

用
に
関
す
る
こ
と
。

こ
と
。

用
に
関
す
る
こ
と
。

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

こ
と
。

の
他
の
事
故
に
お
け
る
人
命
の
救

用
に
関
す
る
こ
と
。

の
の
ほ
か
、
部
内
の
他
の
課
の
主

こ
と
。

動
に
関
す
る
こ
と
。

に
関
す
る
部
分
中
第
七
号
を
削
り

第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次

務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

整
に
関
す
る
こ
と
。

こ
と
（
地
域
運
用
課
の
主
管
に
属

こ
と
。

及
び
警
察
用
船
舶
の
運
用
に
関
す

す
る
犯
罪
の
取
締
り
の
た
め
の
技

に
関
す
る
部
分
第
二
十
三
号
を
同

同
条
第
五
項
警
備
課
に
関
す
る
部

条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を

十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十

こ
と
。

山
口
県
公
安
委
員
会

布
す
る
。

助
及
び
こ
れ
ら
の
事
故
の
防
止
に

管
に
属
し
な
い
こ
と
。

、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

る
こ
と
。

術
的
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

部
分
第
十
三
号
と
し
、
同
項
通
信

分
第
二
号
中
「
地
域
課
」
を
「
地

同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項

号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の

二

関 号 指域刑次



平成

交
山
口

年 月 日 火曜日

表
大
内

目
、

番
の

厚
南

山

山 口 県

こ
山

交
山
口

報

る
。別

（号 外 ）

山
山

に
改別

里
ケ

番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所

県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
三
号

山
口
県
山
口
警
察
署
の
部
大
内
交

氷
上
一
丁
目
、
大
内
氷
上
二
丁

大
内
氷
上
六
丁
目
、
大
内
氷
上
七

項
所
管
区
の
欄
中
「
西
宇
部
北
七

中
央
三
丁
目
、
厚
南
中
央
四
丁
目

口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
九

の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月

口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
八

番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所

県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
三
号

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

下
関
港
安
岡
線

下
関
市

丁
目
一

表
四
の
項
高
尾
・
幡
生
線
に
関
す

汐
入
・
山
の
田
線

下
関
市

田
本
町

附

則

口
県
公
安
委
員
会
規
則
第
四

山
口
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部

口
県
道
路
交
通
規
則
（
昭
和
四
十

正
す
る
。

表
二
の
項
三
一
六
号
に
関
す
る
部

浴
三
四
九
」
に
改
め
、
同
表
三

の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

番
の
項
所
管
区
の
欄
中
「
大
内

目
、
大
内
氷
上
三
丁
目
、
大
内
氷

丁
目
」
を
加
え
、
同
表
山
口
県

丁
目
」
の
下
に
「
、
厚
南
中
央

、
厚
南
中
央
五
丁
目
、
厚
南
中

号
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

号
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正山

山
の
田
東
町
六
四
二
地
先
か
ら
同
市

〇
八
三
の
一
二
地
先
ま
で

る
部
分
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

大
坪
本
町
一
三
六
六
の
三
地
先
か
ら

一
の
七
地
先
ま
で

号
を
改
正
す
る
規
則

七
年
山
口
県
公
安
委
員
会
規
則

分
中
「
大
字
厚
狭
字
埴
生
田
四

の
項
安
岡
港
長
府
線
に
関
す
る
部関

す
る
告
示
（
昭
和
四
十
一
年

し
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

矢
田
南
八
丁
目
」
の
下
に
「
、

上
四
丁
目
、
大
内
氷
上
五
丁

宇
部
警
察
署
の
部
宇
部
駅
前
交

一
丁
目
、
厚
南
中
央
二
丁
目
、

央
六
丁
目
」
を
加
え
る
。

関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
一
年

す
る
。

口
県
公
安
委
員
会

富
任
町
一

え
る
。

同
市
山
の

第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

七
五
の
一
」
を
「
大
字
郡
字
一

分
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

梶
警
察
官
連

絡
所

山
陽
小
野
田

市
大
字
郡

駐
在
所

山
口
市
陶

表
山
口
県
宇
部
警
察
署
の
部

よ
う
に
加
え
る
。

船
木
警
察
官

駐
在
所

宇
部
市
大
字

船
木

表
山
口
県
山
陽
小
野
田
警
察

字
津
布
田
」
を
加
え
、
同
部
厚

宮
野
下
警
察

官
連
絡
所

山
口
市
桜
畠

一
丁
目

表
山
口
県
山
口
警
察
署
の
部

部
陶
警
察
官
駐
在
所
の
項
及
び

鋳
銭
司
警
察

官
連
絡
所

山
口
市
鋳
銭

司

川
東
警
察
官

向
島
警
察
官

連
絡
所

防
府
市
大
字

向
島

表
山
口
県
山
口
警
察
署
の
部

芝
崎
町
、
桜
畠
一
丁
目
、
桜
畠

目
」
を
、
「
上
天
花
町
」
の
下

目
、
平
野
三
丁
目
、
江
良
一
丁

の
下
に
「
、
宮
野
下
（
宮
野
上

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

表
山
口
県
防
府
警
察
署
の
部

を
除
く
。
）
、
大
字
野
島
」
を

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
口
市
の
う
ち
陶
、
鋳
銭
司
、
名
田
島

船
木
交
番
の
項
を
削
り
、
同
部
小

宇
部
市
大
字
船
木

署
の
部
埴
生
交
番
の
項
所
管
区
の

狭
駅
前
警
察
官
連
絡
所
の
項
の
次

宮
野
下
警
察
官
駐
在
所
の
項
を
削

鋳
銭
司
警
察
官
駐
在
所
の
項
を
次

山
口
駅
前
交
番
の
項
所
管
区
の
欄

二
丁
目
、
桜
畠
三
丁
目
、
桜
畠
四

に
「
、
桜
畠
五
丁
目
、
七
尾
台
、

目
、
江
良
二
丁
目
、
江
良
三
丁
目

警
察
官
駐
在
所
の
所
管
区
を
除
く

。 一
日

三
田
尻
交
番
の
項
所
管
区
の
欄
中

「
、
大
字
野
島
、
大
字
向
島
」
に

三

野
警
察
官
駐
在
所
の
項
の
次
に
次

欄
中
「
大
字
福
田
」
の
下
に
「
、

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

り
、
同
表
山
口
県
山
口
南
警
察
署

の
よ
う
に
改
め
る
。

中
「
三
の
宮
二
丁
目
」
の
下
に
「

丁
目
、
折
本
一
丁
目
、
折
本
二

緑
ヶ
丘
、
平
野
一
丁
目
、
平
野
二

、
桜
畠
六
丁
目
」
を
、
「
中
河
原

。
）
」
を
加
え
、
同
部
徳
佐
交
番

山
口
県
公
安
委
員
会

「
（
向
島
警
察
官
駐
在
所
の
所
管

改
め
、
同
部
向
島
警
察
官
駐
在
所

の大 の 、丁丁」の 区の



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 火曜日 山 口

本
町

目
、

町
一

山
の

久
町

目
、

県 報

山
交

山
口

一
日表

（号 外 ）

表
在
所

県
下

母
」十

七
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

十
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行

三
丁
目
」
を
「
稗
田
西
町
」
に
改

椋
野
町
二
丁
目
、
椋
野
町
三
丁
目

丁
目
、
大
学
町
二
丁
目
、
大
学
町

田
東
町
、
山
の
田
本
町
、
山
の
田

二
丁
目
、
卸
新
町
、
椋
野
上
町

新
椋
野
三
丁
目
、
」
を
、
「
長
州

口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十

番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所

県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
三
号

か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
下
関
警
察
署
の
部
北
部
交

津
布
田
警
察

官
連
絡
所

山
陽
小
野
田

市
大
字
津
布

田

山
口
県
山
陽
小
野
田
警
察
署
の
部

」
を
削
り
、
同
部
梶
警
察
官
駐
在

関
警
察
署
の
部
吉
見
警
察
官
駐
在

を
加
え
、
同
部
吉
母
警
察
官
駐
在

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県

め
、
同
項
所
管
区
の
欄
中
「
の

、
生
野
町
一
丁
目
、
生
野
町
二

三
丁
目
、
大
学
町
四
丁
目
、
大

中
央
町
、
山
の
田
南
町
、
山
の

、
藤
ケ
谷
町
、
武
久
西
原
台
、
新

出
島
」
の
下
に
「
、
大
字
椋
野

号
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正山

番
の
項
を
削
り
、
同
部
川
中
交

渡
場
警
察
官
駐
在
所
の
項
所
管

所
の
項
及
び
津
布
田
警
察
官
駐

所
の
項
所
管
区
の
欄
中
「
大
字

所
の
項
を
削
る
。

県

庁
知
事

う
ち
」
の
下
に
「
椋
野
町
一
丁

丁
目
、
宝
町
、
三
河
町
、
大
学

学
町
五
丁
目
、
山
の
田
北
町
、

田
西
町
、
武
久
町
一
丁
目
、
武

椋
野
一
丁
目
、
新
椋
野
二
丁

、
大
字
藤
ケ
谷
」
を
加
え
る
。

関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
一
年

し
、
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十

口
県
公
安
委
員
会

番
の
項
位
置
の
欄
中
「
綾
羅
木

区
の
欄
中
「
及
び
梶
警
察
官
駐

在
所
の
項
を
削
り
、
同
表
山
口

永
田
郷
」
の
下
に
「
、
大
字
吉

四


